



大飯原発３･４号機の即時停止と


脱原発・自然エネルギー推進へ今すぐ決断を





「安全性が確認されれば再稼動いても良いのでは」「原発を止めたら電力が不足して経済がダメになる」「自然エネルギーはコストが高く電気料金が値上がりする」などの話を聞きます。本当にそうでしょうか。





●もし大飯原発で事故なら京都・大阪も住めなくなる


原子力規制委員会は１０月２４日、原発事故による放射能の拡散シミュレーションの結果を発表しました。地形などを無視した不十分なものですが、それでも大飯原発で福島同様の事故が起きれば、京都も避難区域になる指摘しています。まっ先に琵琶湖の水は飲めなくなるし、風向きによっては京都市内や大阪も避難区域になるでしょう。いったん事故を起こせば、とんでもないことになるのが原発の事故です。


●稼動させてはいけない致命的な欠陥


それだけでなく原発は、日々発生する高レベル放射性廃棄物の最終処分方法がないという致命的欠陥を持っています。「トイレのないマンション」といわれますが、放射性廃棄物は溜まる一方で、日本ではもう６年もすれば全ての貯蔵施設が満杯になる状況です。しかも何万年も管理しなければならないという、まったく解決不能の難題を抱えているのが原発なのです。そんな「負の遺産」を後世に残す権利は誰にもありません。


●今年の夏、電力は足りた。この冬も電力は足りる


今年の夏、野田政権と関西電力は「電力不足が生じる」からと大飯原発の再稼動を強行しました。しかし実際は、関西電力の原発なしの電力供給能力約２７２０万キロワットに対し、最大需要は８月３日の２６８１万キロワット、二番目が７月２７日の２６７２万キロワットだったのです。原発依存度日本一の関西電力管内でも、原発の稼動なしで電力は足りたのです。そして、政府の電力需給検証委員会は、「（今冬の電力は）安定的な供給力を確保できる」（１０月２４日）と報告しているのです。


●普及すればするほどコストが下る自然エネルギー


その分火力発電への依存が高まっていることも確かです。だからこそ一刻も早く自然エネルギーを推進することが重要です。太陽光はいくら利用しても、どこからも請求書は来ません。風力発電に対し、“この風は俺のもの。金を出さねばストップするぞ”などと脅される心配も全くありません。脱原発・自然エネルギー推進に転換することを決断すれば、日本経済そのものが自然エネルギー推進にシフトし、普及が進めばすすむほどコストが下っていくのが経済の法則です。


●ご一緒に「原発ゼロ」の社会を実現しましょう！
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１．関西電力大飯原発３・４号機の再稼動を撤回し即時停止すること。


２．現在停止中の原発はいっさい再稼動させることなく廃炉にすること。大間など三つの原発の建設再開をストップすること。


３．脱原発・自然エネルギー推進を決断し、原発からの即時撤退と自然エネルギーへの政策転換を強力に推し進めること。











私たちの要求








